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～雪
ゆき

の結晶
けっしょう

を作
つく

ろう～ 

 一般社団法人日本気象予報士会  

気象予報士 寺野健治 

 

雪
ゆき

が降
ふ

る仕組
し く

み 

１．北西
ほくせい

季節風
きせつふう

 

① シベリア大陸
たいりく

の奥地
お く ち

では、冬
ふゆ

になると、太陽
たいよう

の日差
ひ ざ

し 

 がほとんどなくなり、地面
じ め ん

近
ちか

くの空気
く う き

がどんどん冷
ひ

やさ 

れ、冷
つめ

たく重
おも

たい空気
く う き

がたまって、シベリア高気圧
こうきあつ

を 

作
つく

ります。この高気圧
こうきあつ

から冷
つめ

たく乾燥
かんそう

した空気
く う き

が 

吹
ふ

き出
だ

し、この風
かぜ

を北西
ほくせい

季節風
きせつふう

といいます。 

（天気図
て ん き ず

は西高
せいこう

東低
とうてい

の気圧
き あ つ

配置
は い ち

になります。） 

② この季節風
きせつふう

が日本海
にほんかい

に到達
とうたつ

すると海面
かいめん

から熱
ねつ

と 

水蒸気
すいじょうき

を吸 収
きゅうしゅう

して温
あたた

まり、湿
しめ

っていきます。 

 

２． 雪の結晶
けっしょう

ができるまで 

① 日本海
にほんかい

で暖
あたた

められた空気
く う き

は軽
かる

くなり、上 昇
じょうしょう

します。 

空気は上 昇
じょうしょう

すると膨張
ぼうちょう

し、温度
お ん ど

が下
さ

がります。 

温度が下
さ

がると、空気の中
なか

に含
ふく

みきれなくなった 

水蒸気
すいじょうき

は、ホコリやチリを芯
しん

にして水滴
すいてき

ができ、 

まとまると雲
くも

となります。 

 

② 水滴
すいてき

でできている雲
くも

がさらに上 昇
じょうしょう

すると、温度
お ん ど

はさらに下
さ

がりマイナス１０度
ど

くらい 

になると、氷
こおり

の結晶
けっしょう

ができます。 

 

③ 氷
こおり

の結晶
けっしょう

は成長
せいちょう

して雪
ゆき

の結晶になります。これが大
おお

きくなると、雪
ゆき

となって落
お

ちていき、

落ちていく途中
とちゅう

で、とけると雨
あめ

になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本海にすじ状の雲（雪雲）

日本海側の雪（雨）のようす

西高東低の冬型の気圧配置
日本の西に高気圧、東に低気圧

平成29年1月15日9時天気図

 

大陸 日本海 日本列島 太平洋

水蒸気 熱

冬の北西
季節風

乾いた風
雪雲の発生

日本海側の雪

湿った風

 

「太平洋側
たいへいようがわ

に降
ふ

る雪
ゆき

」   

日本列島 太平洋

水蒸気 熱

強い冬の季節風

雪雲

湿った風

季節風が強いと

日本海側の雪雲
が太平洋側に雪
を降らせることが
あります。

太平洋側の雪

日本海   

2016 年 1 月 18 日の天気図
て ん き ず

 

本州
ほんしゅう

の南岸
なんがん

を低気圧
ていきあつ

が発達
はったつ

しながら進
すす

み、西
にし

～東日本
ひがしにほん

の

太平洋側
たいへいようがわ

の広
ひろ

い範囲
は ん い

に雪
ゆき

が

降
ふ

り、東京
とうきょう

で 6 センチ積
つ

も

った。 

（天気図は気象人より引用） 

http://kishojin.weathermap.jp/diary/products/wm/chart00_P3-800/chart00_P3-800m_20160118_09.png


 

３．雪
ゆき

の結晶
けっしょう

の形
かたち

 

① 雪の結晶の形は、結晶ができる 

雲
くも

の温度
お ん ど

と湿度
し つ ど

できまります。 

 

  樹枝状
じゅしじょう

結晶
けっしょう

はマイナス 15度
ど

 

  くらいで、空気
く う き

は非常
ひじょう

に湿
しめ

った 

  場所
ば し ょ

でできます。 

  

 

 ②雪
ゆき

結晶
けっしょう

写真
しゃしん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．雪結晶作りの装置
そ う ち

 

① ５００ｍｌのペットボトル 

少 量
しょうりょう

の水
みず

を入
い

れ、湿
しめ

らしておく 

② 発泡
はっぽう

スチロールの容器
よ う き

（どんぶり型） 

③ 糸
いと

と重
おも

り（ナット） 

④ 砕
くだ

いたドライアイス 

⑤ 実験装置
じっけんそうち

は動
うご

かさない。 
 

 

[ドライアイス扱
あつか

いの注意
ちゅうい

] 

ドライアイスはマイナス 78.5℃なので、直接手
ちょくせつて

でさわると凍傷
とうしょう

になるので、手袋
てぶくろ

をして、 

注意
ちゅうい

して扱
あつか

ってください。 

 

①ペットボトルに水を少しいれ
ふっておく

②おもりをペットボトルの底に
おき、糸をピーンとはる

③ペットボトルをどんぶりにおく

④まわりにドライアイスをいれる

～これで準備ＯＫ～

雪の結晶作り装置

栓

糸

 

Ｗ．Ａ．ベントレー （米国 1865 年―1931 年） 

ウィルソン・Ａ・ベントレー
（1865年2月9日 - 1931年12月23日）

アメリカ北部バーモンド州生まれ。
母親から顕微鏡をもらい、雪のア
マチュア研究家、写真家
Snowflake  Bentley より

 

ベントレー（The  Snowflake  Man）

 

中谷宇
な か や う

吉郎
きちろう

（日本 1900 年―1962 年） Alexey Kljatov（ロシア雪結晶写真家） 

雪の結晶にはいろいろな形があります。

世界で初めて人工的に雪の結晶を作ったのは
日本の中谷宇吉郎博士です。

人工雪発生装置

常時低温実験室
マイナス50℃まで
下げられる ウサギの毛に

発生した人工雪
中谷宇吉郎雪の科学館より   

Alexey Kljatov
雪結晶の写真家
モスクワ
Snowflakesより

 


